
様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
相模原市国民健康保険運営協議会 

事務局 

（担当課） 
保険企画課 電話０４２－７０７－７０２３(直通) 

開催日時 令和５年１月１９日(木） １４時００分～１５時００分 

開催場所 けやき会館 ２階 職員研修所 大研修室 

出 

席 

者 

委 員 ９人(別紙のとおり) 

その他 ０人(別紙のとおり) 

事務局 １２人(生活福祉部長、他１１人) 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 １人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

議 題 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）諮問事項 

  ア 出産育児一時金の改定について 

 

（２）報告事項 

  ア 令和５年度相模原市国民健康保険事業の概要について 

  イ 相模原市国民健康保険事業運営方針の評価について 

  ウ 相模原市国民健康保険データヘルス計画の令和３年度実績並

びに次期相模原市国民健康保険データヘルス計画及び特定健康

診査等実施計画について 

 

３ その他 

 

４ 閉会 

 



議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。 

 

会議に先立ち、生活福祉部長から国民健康保険運営協議会会長(以下「会長」という。)

へ諮問書が手渡された。 

 

１ 開会 

  会長より、定刻において出席委員数は９名で、定足数である過半数を充足し、本協議会

が成立する旨報告がなされた。 

  また、傍聴希望者が１名いることが報告され、傍聴を認めることとされた。 

 

２ 議題 

（１）諮問事項 

  ア 出産育児一時金の改定について 

   事務局から、資料１に基づき、出産育児一時金の改定についての概要及び改定案の説

明を行った。 

【質疑・意見等】 

（中村委員）出産育児一時金の額を５０万円とした根拠について伺う。 

（事務局）国の議論では、全国における出産費用の令和３年度平均額４７万３千円に年

平均伸び率を加算した額と、産科医療補償制度の掛金１万２千円を合わせて５０万

円とされたと認識している。 

 

諮問事項について妥当であるとし、答申の作成は会長・副会長に一任された。 

 

（２）報告事項 

  ア 令和５年度相模原市国民健康保険事業の概要について 

   事務局から、資料２に基づき、令和５年度における国民健康保険事業の歳出・歳入予 

算の概要、国保事業費納付金及び標準保険料率について説明を行った。 

【質疑・意見等】なし 

 

  イ 相模原市国民健康保険事業運営方針の評価について 

   事務局から、資料３に基づき、相模原市国民健康保険事業運営方針の概要及び令和３ 

年度における事業の取組状況について説明を行った。 

 【質疑・意見等】なし 

 

 

 



 

  ウ 相模原市国民健康保険データヘルス計画の令和３年度実績並びに次期相模原市国

民健康保険データヘルス計画及び特定健康診査等実施計画について 

   事務局から、資料４－１及び４－２に基づき、現行の国民健康保険データヘルス計画

に係る令和３年度の取組結果及び次期データヘルス計画等の策定について説明を行っ

た。 

【質疑・意見等】なし 

 

３ その他 

 事務局から、事務連絡として来年度の本協議会の開催予定を伝えた。 

 

４ 閉会 

 議事録の作成については、会長・副会長に一任された。 

 

以 上   

 

 



令和４年度第２回相模原市国民健康保険運営協議会委員出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 江成 昭滿  公募委員 出席 

２ 川久保 君江  公募委員 出席 

３ 木津 拳太  公募委員 欠席 

４ 丸子 憲寿  公募委員 出席 

５ 佐藤 聡一郎 一般財団法人相模原市医師会 保険医等代表 出席 

６ 陳 勁一 一般財団法人相模原市医師会 保険医等代表 出席 

７ 庄井 和人 公益社団法人相模原市歯科医師会 保険医等代表 出席 

８ 佐藤 克哉 公益社団法人相模原市薬剤師会 保険医等代表 欠席 

９ 中村 文子 相模原商工会議所 
○会長 

公益代表 
出席 

10 中牟田 好江 
特定非営利活動法人 

男女共同参画さがみはら 
公益代表 出席 

11 長谷川 兌 相模原市自治会連合会 公益代表 出席 

12 大貫 君夫 
社会福祉法人 

相模原市社会福祉協議会 

○副会長 

公益代表 
欠席 

 


